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宇賀野 
湧水群 

廃
校
に
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
戻

っ
て
き
た
。
五
月
二
六
日
、
伊
吹
山
文
化

資
料
館
（
春
照
七
七
番
地
）
で
は
、
開
館

一
五
周
年
記
念
「
資
料
館
ま
つ
り
＆
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
二
四
〇
人
を

超
え
る
み
な
さ
ん
が
、
昔
の
暮
ら
し
や
江

戸
時
代
の
か
ご
乗
り
体
験
、
太
陽
の
観
察

や
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
地
域
の
食
材
を
使
っ

た
模
擬
店
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

資
料
館
友
の
会
や
マ
マ
さ
ん
サ
ポ
ー
タ
ー
、

県
内
の
博
物
館
関
係
者
な
ど
の
協
力
で
開

催
で
き
た
も
の
で
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
初
め
て
外
部
の
方
の
評
価
を
伺
う
こ
と

が
で
き
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。

伊
吹
山
文
化
資
料
館
は
地
域
の
お
年
寄

り
の
方
に
よ
る
「
友
の
会
」
の
サ
ポ
ー
ト

で
活
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。
同
館
は
平
成

五
年
に
廃
校
に
な
っ
た
春
照
小
学
校
春
照

分
校
を
改
修
し
、「
ガ
ラ
ク
タ
」
と
も
言
え

る
古
民
具
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
同
一
〇

年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
主
な
事
業
は

歴
史
資
料
の
収
集
、
保
管
、
貸
し
出
し
、

伊
吹
山
の
自
然
と
歴
史
に
つ
い
て
特
化
し

た
企
画
展
。
こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
向
け
の

体
験
教
室
や
大
人
向
け
の
歴
史
講
座
な
ど
。

入
館
者
は
開
館
以
降
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト

に
年
間
五
〜
六
〇
〇
〇
人
を
推
移
。
こ
の

数
字
は
旧
伊
吹
町
の
人
口
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、

昨
年
度
ま
で
に
七
万
七
八
三
三
人
に
来
館

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
伊
吹
山
麓
ス
ポ
ー

ツ
文
化
振
興
事
業
団
が
米
原
市
か
ら
指
定

管
理
を
受
け
て
お
り
、
市
の
文
化
財
担
当

課
の
指
導
で
、
企
画
展
は
こ
れ
ま
で
一
〇

〇
回
開
催
。
少
人
数
の
ス
タ
ッ
フ
で
、
運

営
で
き
る
の
は
「
友
の
会
」
の
支
援
に
よ

る
も
の
と
言
え
ま
す
。

「
友
の
会
」
は
開
館
準
備
段
階
か
ら
館

の
企
画
、
運
営
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

現
在
、
二
六
人
が
登
録
。
平
均
年
齢
は
八

〇
歳
で
す
が
、
現
役
時
代
の
技
を
生
か
し

た
「
モ
ノ
作
り
名
人
」
や
昔
の
こ
と
を
よ

く
知
っ
て
い
る
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
先
生
」

が
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
な
ど

を
サ
ポ
ー
ト
。
ま
た
、
窓
口
業
務
や
清
掃

活
動
な
ど
を
こ
な
し
、
昨
年
度
だ
け
で
延

べ
六
一
三
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
会
員
た
ち
は
精
力
的

に
館
の
運
営
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
の

か
？
　
藤
田
慶
一
会
長
は
「『
し
た
る
』『
や

っ
た
る
』
で
は
な
く
、『
や
ら
せ
て
も
ら
う
』

こ
と
で
喜
び
を
感
じ
、
協
力
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
」
と
述
べ
「
伊
吹
山
に
誇
り
が
あ
る

か
ら
、
そ
れ
を
後
世
に
受
け
継
い
で
ほ
し
い

だ
け
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
資
料
館
に
は
国
の
重
要
文
化

財
な
ど
を
展
示
す
る
「
中
央
型
」、
観
光
地

の
中
核
施
設
と
な
る
「
観
光
型
」、
地
域
の

歴
史
資
料
を
展
示
す
る
「
地
域
型
」
の
三

つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
地
域
型
に
は

「
放
課
後
博
物
館
」
と
「
遠
足
博
物
館
」
が

あ
り
、
伊
吹
山
文
化
資
料
館
の
よ
う
な

「
地
域
・
放
課
後
型
」
は
日
常
的
な
暮
し
に

密
接
に
関
係
し
、
そ
の
地
域
の
人
た
ち
の

思
い
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。
伊
吹
山
文
化

資
料
館
は
敷
居
が
低
く
、
来
館
者
に
や
す

ら
ぎ
感
を
与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
伊
吹

山
麓
の
歴
史
と
自
然
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
が
ブ
レ
る
こ
と
な
く
、
守
備
範
囲
を
明

確
に
し
て
い
ま
す
。
古
民
具
は
昔
の
人
に

と
っ
て
、
当
た
り
前
の
よ
う
な
モ
ノ
ば
か

り
で
す
が
、「
友
の
会
」
の
昔
話
や
解
説
な

ど
で
付
加
価
値
を
つ
け
て
い
ま
す
。「
ハ
コ

も
の
を
作
っ
た
ら
ゴ
ー
ル
」
と
い
う
考
え

方
は
、
廃
館
と
い
う
末
路
を
導
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

今
回
の
内
容
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ

ネ
ラ
ー
丹
部
　
均
氏
（
滋
賀
夕
刊
新
聞
社
）

の
論
説
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
丹
部
氏
か
ら
「
資
料
館
は
料
理
と
同

じ
、
上
手
な
シ
ェ
フ
に
か
か
れ
ば
、
Ｂ
級

グ
ル
メ
も
Ａ
級
グ
ル
メ
に
近
づ
け
る
。
館

と
サ
ポ
ー
タ
ー
が
対
等
で
、
み
ん
な
が
学

芸
員
と
い
う
考
え
方
で
、
さ
ら
な
る
発
展

へ
、
関
係
者
の
努
力
が
期
待
さ
れ
て
い
る
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
歴
史
文
化
財
保
護
課
）

地
域
と
と
も
に
歩
む
資
料
館

―
伊
吹
山
文
化
資
料
館
の
場
合
―

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
100

一
五
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

資
料
館
友
の
会

▲ 資料館まつりの様子

▲ 太陽の観察


